
田
村　
教
科
横
断
で
資
質
・
能
力
を
育

む
貴
校
の
取
り
組
み
の
記
事
を
拝
見
し

ま
し
た（
＊
）。
学
校
教
育
目
標
を
日
々

の
授
業
や
学
習
評
価
に
ま
で
落
と
し
込

む
仕
組
み
を
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

小
野　
本
校
は
校
訓
や
学
校
教
育
目
標

に
基
づ
き
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

を「
情
報
整
理
力
、課
題
解
決
力
、発
信
力
、

協
働
、自
他
の
尊
重
、チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」

と
定
義
し
、
そ
れ
ら
を
全
教
科
・
科
目

で
育
む
た
め
、
２
０
２
１
年
度
か
ら「
単

元
配
列
表
」（
図
１
）と「
単
元
デ
ザ
イ
ン

シ
ー
ト
」（
図
２
）を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
単
元
配
列
表
は
全
教
科
・
科
目
の
単

元
構
成
を
学
年
ご
と
に
一
覧
で
俯
瞰
で

き
る
表
で
す
。
各
単
元
の
学
習
材
（
図

１
A
）
や
重
点
的
に
育
成
す
る
資
質
・

能
力
を
色
分
け
し
て
示
し
て
い
ま
す
（
図

１
B
）。
単
元
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
は
単
元

目
標
や
学
習
課
題
、
単
元
末
課
題
（
図

２　

）、
そ
し
て
評
価
基
準
（
図
２
D
）

な
ど
を
１
枚
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
科

目
単
位
で
作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

は
教
師
間
は
も
ち
ろ
ん
、
生
徒
と
も
事

前
に
共
有
し
、
生
徒
自
ら
見
通
し
を
持
っ

て
学
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

田
村　
校
訓
や
学
校
教
育
目
標
を
踏
ま

え
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
策

定
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
教
育
課
程

に
反
映
し
て
授
業
で
育
成
し
、
評
価
す

る
こ
と
ま
で
が
見
事
に
構
造
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
単
元
配
列
表
に
よ
っ
て
６
つ

の
資
質
・
能
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
成

す
る
教
育
課
程
に
な
っ
て
い
る
か
を
教

師・生
徒
が
把
握
で
き
、
教
師
は
他
教
科・

科
目
と
連
携
し
た
指
導
が
し
や
す
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
目
標
・
指
導
・

評
価
の
一
体
化
に
向
け
て
、
多
く
の
学
校

の
参
考
に
な
る
仕
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

小
野　
教
師
間
で
授
業
内
容
や
評
価
規

準
の
目
線
が
そ
ろ
い
、
生
徒
は
単
元
目

標
や
身
に
つ
け
る
べ
き
資
質
・
能
力
を
意

識
し
て
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一

方
で
、
毎
年
教
師
の
異
動
が
あ
る
た
め
、

取
り
組
み
の
継
続
・
発
展
が
課
題
で
す
。

田
村　
貴
校
の
仕
組
み
が
授
業
を
よ
り

よ
く
す
る
上
で
有
効
だ
と
、
赴
任
し
た

教
師
が
実
感
で
き
る
よ
う
、
仕
組
み
を

理
解
す
る
場
を
い
か
に
つ
く
る
か
が
鍵

に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
生
徒
の
資
質
・

＊　同校が取り組む資質・能力の視点での授業づくりについては、本誌 2021 年度６月号「新課程に向けて描く『学校教育デザイン』」で紹介しています。ウェブサイト
『VIEW next ONLINE』の「高校版バックナンバー」(https://view-next.benesse.jp/view_section/bkn-hs/article01812/) からアクセスしてください。

設
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１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年

形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数　

１
学
年
約
２
４
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績　

国
公
立
大

は
、
電
気
通
信
大
、
東
京
学
芸
大
、
山
口
大
、
九

州
大
、
長
崎
大
、
熊
本
大
、
大
分
大
、
宮
崎
大
、

鹿
児
島
大
、
神
戸
市
外
国
語
大
な
ど
に
１
０
２

人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
明
治
大
、
早
稲
田
大
、

立
命
館
大
、
西
南
学
院
大
、
福
岡
大
、
立
命
館
ア

ジ
ア
太
平
洋
大
な
ど
に
延
べ
２
５
７
人
が
合
格
。

小野裕
やす

史
し

（指導教
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ロ ジ ェ ク ト リ ー
ダー。国語科）

ア
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バ
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ま
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教
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教
育
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育
方
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、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
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文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課

教
科
調
査
官
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同
省
同
局
視
学
官
、
國
學
院
大
學
教

授
な
ど
を
経
て
、現
職
。
著
書
に
、『
学
習
評
価
』（
東

洋
館
出
版
社
）
な
ど
多
数
。

学習評価学習評価
実践校の取り組みを基に、
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一
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図
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単
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、教
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・
生
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で
共
有
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能
力
を
真
に
見
取
る
こ
と
が
で
き
る
単

元
末
課
題
に
な
っ
て
い
る
か
を
検
討
す

る
研
修
の
実
施
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

田
村　
単
元
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
の
国
語

の
例
を
拝
見
す
る
と
、評
価
の
場
面
と
評

価
基
準
を
明
記
し
て
い
る
観
点
は
主
に

単
元
末
課
題
で
評
価
す
る「
思
考
・
判
断
・

表
現
」の
み
で
す
ね
。
ほ
か
の
２
つ
の
観

点
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
ま
す
か
。

小
野　
「
知
識
・
技
能
」
は
授
業
内
で
行

う
小
テ
ス
ト
と
、
定
期
考
査
や
長
期
休

業
明
け
に
行
う
実
力
考
査
で
評
価
し
て

い
ま
す
。「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度
」
は
授
業
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
振

小
野　
積
極
的
に
話
し
合
い
に
参
加
し

て
い
れ
ば
主
体
性
が
あ
る
と
評
価
し
て

い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
見
取
り

で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

田
村　
話
し
合
い
に
お
い
て
生
徒
に
期

待
す
る
姿
を
言
語
化
し
、
そ
れ
を
評
価

規
準
と
し
て
単
元
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
に

明
記
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
（
図
２　

）。

例
え
ば
評
価
の
観
点
が「
協
働
」
で
あ
れ

ば
、「
他
者
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
」「
各

自
の
よ
さ
を
生
か
し
な
が
ら
」な
ど
と
具

体
的
に
示
し
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
根

拠
を
持
っ
て
見
取
れ
る
と
と
も
に
、
総
括

的
評
価
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小
野　
単
元
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
の
改
善

の
方
向
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

田
村　
貴
校
が
定
め
る
６
つ
の
資
質
・
能

力
の
う
ち
、「
情
報
整
理
力
、課
題
解
決
力
、

発
信
力
」
は
「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
に
、

「
協
働
、
自
他
の
尊
重
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
」
は
「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度
」
に
ひ
も
づ
け
る
こ
と
は
、
生
徒

に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
資
質
・
能
力
を

意
識
し
た
授
業
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま

す
。
評
価
規
準
を
具
体
化
す
れ
ば
、資
質・

能
力
の
育
成
に
よ
り
直
結
し
た
授
業
と

評
価
が
実
現
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

り
返
り
シ
ー
ト
の
記
述
内
容
、
週
末
課

題
の
提
出
状
況
で
評
価
し
て
い
ま
す
。

田
村　
評
価
対
象
の
小
テ
ス
ト
を
授
業

内
で
行
う
の
な
ら
ば
、
評
価
の
場
面
を
明

確
に
す
る
た
め
に
も
、「
学
習
課
題
」
に

明
記
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
（
図
２　

）。

　
５
時
間
目
に
行
う
対
話
を
通
し
た
学

習
で
は
、「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度
」
を
評
価
す
る
よ
う
で
す
ね
。

今回のテーマに関連する過去の記事は、教育情報総合サイト『VIEW next ONLINE』でご覧いただけます。次の関連記事のタイトルを
クリックしてアクセスしてください。▶2023年度12月号「そうだったのか！　学習評価」評価規準の設定と運用のポイント

単元デザインシート　国語「現代の国語」の例図２

１年次の単元配列表（抜粋）図１

※図１・２ともに学校資料を基に編集部で作成。

育成を目指す６つの資質・能力を、「情報整理力」は紫、「協働」は赤などと色分けし、教
育課程全体でバランスよく育成できていることを視覚化した。

見直し❶「知識・技能」を評価する小テストの実施時期を加え、評価対象をより明確に。
見直し❷「主体的に学習に取り組む態度」の表出が見込まれる話し合いの場面で生徒に期
待する姿を言語化して評価規準を明記。それによって「主体的に学習に取り組む態度」を
的確に評価できるようになり、その記録は総括的評価の材料にもなる。

単
元
内
で
行
う
評
価
対
象
を
す
べ
て

明
記
し
、評
価
の
場
面
を
よ
り
明
確
に

関連記事はこちら！
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学習材A

重点的に育成する資質・能力B

単元末課題C

単元末課題の評価基準D

B

管
理
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教
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進
路
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任

お
勧
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の
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掌
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https://view-next.benesse.jp/view_section/bkn-hs/article18082/

